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裏表紙

平成 24 年 12 月 13 日、岩国錦帯橋空港が開港しました。かつてマリリン・モンローが初

めて日本の土を踏んだ昭和 29 年までの国際空港です。地元悲願の空港再開で、その名前の由

来にある錦帯橋をご紹介します。表紙は 24 年 1 月の雪の日です。岩国では年に 2 、3 回し

か雪が降りません。積もることも少なく、もっと降った写真がほしいところです。正月らし

く松の入った写真を選びました。裏表紙の写真は 11 月 14 日世界糖尿病デーにブルーライト

アップされた錦帯橋です。岩国市医師会ではわずか 3 ～ 4 時間のために募金を集めて、この

日をアピールし、楽しんでいただいています。

岩国市　藤本俊文●  表紙に寄せて

表紙

裏表紙
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明けましておめでとうございます。皆様方に

おかれましては、新年を穏やかにお過ごしになっ

たこととお慶び申し上げます。旧年中は公私とも

にお世話になり、まことにありがたく、感謝して

おります。本来なら、会員の皆様方一人ひとりに、

年賀のご挨拶をしなければならないと思っており

ますが、物理的、経済的にもかないません。この

紙面をもってご挨拶とさせていただきます。平素

は、山口県医師会の会務運営及び事業活動に対し

て、ご理解とご協力を賜りまして誠にありがとう

ございます。

新執行部がスタートして、早いもので 10 か月

が経過しました。ほぼ順調に遂行していると思っ

ています。今年度は、診療報酬の改定がありまし

た。全体の改定率は、0.004％のアップ、金額で

5,500 億円でありましたが、ほぼ同額のマイナス

薬価でありまして、診療報酬全体ではプラス・マ

イナス 0％ということになりました。容認できる

改定とはいえません。管理栄養士、金曜日入院、

糖尿病透析予防指導管理料等、問題なところはあ

りますが、微調整を加えながら施行されていると

ころであります。われわれとしましても、しっ

かりと検証し、言うべきことは言い、次期改定

に活かさなければなりません。4 月のスタート時

に従来事業の継続、山陰・山陽の地域格差対策、

JMAT やまぐち（仮称）の創設、IT 化の促進を

挙げさせてもらいました。地域格差対策におき

ましては、医師確保対策として、山口県臨床研修

推進センターの強化、ドクターバンク事業、女性

医師保育等支援事業等行っているところです。平

成 24 年度の臨床研修医のマッチ数は過去最高の

85 名で、マッチ率は 73.9％でありました。少し

明るいデータだと思っています。また、県の事業

に医師の修学資金貸与制度がありますが、その修

学資金免除対象者が数名出てきております。今後

も続く予定となっております。その人事の大半は

大学医局にお願いすることになりますが、医局に

も事情があると思いますが、ぜひ北浦地区の医師

不足もその事情の一つに入れてもらって、適正な

医師配置をお願いしたいものです。JMAT やまぐ

ちに関しては、第 6 次保健医療計画（素案）の、

大規模災害を想定した災害医療の充実・強化の項

目に、JMAT やまぐちが明記されることになりま

した。これを受けて昨年末にプロジェクトチーム

を編成、第 1 回委員会を開催し、本格的に動い

ているところです。IT 化の促進については、ほ

ぼ来年度の予算化のめどが立って、次年度稼働

に向けてまいります。また、今年の 7 月に、第 9

回男女共同参画フォーラムが当県引き受けで開催

されます。必ずや成功裡に収めなくてはなりませ

ん、皆様方のご協力が必要です。

全国的には、TPP 、消費税、専門医制度、死

因究明制度等、問題は山積しております。TPP 

問題については、国民皆保険制度の堅持の立場よ

り、その交渉参加に反対しており、昨年全国総決

起集会に参加したところです。消費税（控除対象

外）に関しては、昨年、日医の代議員会で当県よ

り全国的運動の展開を提言いたしました。それを

受けてかどうかわかりませんが、昨年 12 月 21

日に、国民医療推進協議会主催による「国民医療

を守るための総決起大会」が開催されました。社

会保険診療にかかる消費税は非課税とされ、医療

機関は患者さんから消費税をいただいておりませ

ん。しかし、医療機関は仕入れる薬剤、材料には

年頭所感年頭所感

小 田 悦 郎小 田 悦 郎
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　明けましておめでとうございます。会員の皆様

におかれましては、健やかに新年をお迎えになら

れたこととお慶び申し上げます。

　一昨年、3 月 11 日の東日本大震災から、間も

なく 2 年が経過しようとしております。しかし、

被災地における復旧・復興は、決して順調ではあ

りません。日本医師会はいち早くJMATを組織し、

被災地域を除く全都道府県医師会の先生方のご協

力により、強力な医療支援活動を展開してまいり

ました。これらの活動を通じ学びました教訓は多

岐に亘りますが、地域社会の復興にとって地域医

療の存在は不可欠であり、医療のないところでは

人々が暮らしていくことはできないということで

あります。社会的インフラとしての医療機関を再

建していくための支援を今後とも継続していくこ

とが必要です。

　さて、われわれ執行部は、昨年 4 月に発足し

て以来一貫して、国民が安心して生活していくた

めには「地域医療の再興」が最重点課題であると

主張してまいりました。各都道府県医師会の先生

方には、本年 4 月からスタートする新たな「地

域医療計画」の策定に向けて、積極的に行政と協

力し、地域の実情に合った計画の策定にご尽力い

ただくようお願いしてきたところであります。地

域の医療・介護、福祉を見据え、急性期のみならず、

予防、亜急性期、回復期、慢性期、在宅医療まで、「切

れ目のない医療・介護」の提供体制の構築は地域

医療の基本であることを、今後とも継続して訴え

ていきたいと思います。

　明るい話題として、昨年 10 月には日本医師会の

会員である京都大学の山中伸弥教授がノーベル医

学・生理学賞を受賞されました。再生医療に道を

年頭所感年頭所感

日本医師会長日本医師会長

消費税を払っております。消費税は、最終消費者

である患者さんが支払うものです。今後段階的に

消費税は 10％まで引き上げられることになって

います。政府はその増収分を診療報酬で充当する

といっております。われわれとしましては、課税、

軽減税率、究極 0％税率を主張しています。専門

医制度については、厚労省は「総合診療医」を専

門医の一つとして位置づけ、その育成に当たって

は、国がこれに関与するとしていますが、どの程

度の関与なのか、学会認定専門医との関係はどう

なのか心配で、今後も注視が必要です

中国史の名君・光武帝の言葉に、「疾風にして

勁草を知る」という名言があります。これは、疾

風が吹いて、初めてどの草が勁いかがわかるとい

う意味で、困難にあって初めて人の価値がわかる、

と言い換えることができるということで、何も私

の座右の銘にしているわけでなく、先日読んだ宮

城谷昌光著「草原の風」の一節であります。強烈

なアゲンストの風ですが、もっと打たれ強くなら

なければなりません。昨年末に誕生した新政権に

期待するところ大であります。難問山積の現医療

界、ここ数年が正念場と思っています。

最後に、今年 1 年が皆様方にとって、実りあ

る年となりますよう祈念して、わたくしの新年の

ご挨拶とさせていただきます。
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わが故郷

徳山　　望月　一徳

わたしの故郷は、瀬戸内海の島（広島県大崎

上島）です。

ここらあたりは、瀬戸内海国立公園に指定さ

れています。大小さまざまな島がいっぱいあって、

その重なり合う姿が、まことに美しいところです。

周辺の有名な島を挙げると、東に大三島が見

えます。

この島の大
おおやまずみ

山金神社には、海の交通安全祈願

を願って過去には幾多の貴人や武将が刀剣を奉納

し、あの有名な義経や弁慶の刀も宝物殿にありま

す。帆船時代には、瀬戸内海は重要な海路だった

ことがわかります。

さらに、その東隣りには生口島です。

耕三寺（西の日光と言われ日光東照宮の陽明

門そっくりの門があるので有名）と文化勲章の平

山郁夫画伯の美術館があります。しまなみ海道が

通じてからは、日帰りバスツアーの格好のコース

となりました。

その南には、伯方島があります。ここ 10 年ほ

ど前から、TVのコマーシャルで、盛んに「はっかっ

たーの塩！」と声高に放送しておる、あれです。

私の患者さんで、この島の出身で一杯船主の

船長だった人がおります。故郷が近いのと瀬戸内

海事情に通じているので、親しくなりました。

高齢なので船乗りは、引退していますが、会

うたびにあのコマーシャルの塩は、モンゴルの塩

を混ぜとるに違いない、と悪口を言っております。

私は、伯方島を訪ねたことはありませんが、彼

が言うのに墓参りに帰るたびに海岸を見るが、そ

れといった大きな塩浜は見当たらん！そうです。

電気分解で作るくらいなら、モンゴルの岩塩

を混ぜたほうが、よほど旨いので悪口には当たり

ません。この 3 つの島（生口島大三島伯方島）は、

瀬戸内しまなみ海道で繋がっています。

さらに、わが島の岬から南を望めば、遥かに

四国（今治方面）が見えるはずです。天気のよい

日は、しまなみ海道最後の大島から来島海峡をま

たぐ橋が陽炎のごとくゆらゆらと垣間見えます。

西側（広島方面）のすぐ隣には、大崎下島です。

ここ 御
み た ら い

手洗港は、菅原道真公が、九州に下向す

る時に立ち寄って手をお洗いになったのが、名前

の由来と聞いています。この原稿のための取材旅

行で、沖友というところに天満宮が、確かにあり

ました。
























































































